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愛股県北宇和郡松野町の目以ふるさと館に，宇和j斗rllから松野町地内のlbi知県との県境に至

る山岳地'，Iiの地形模型が展示されている。この地形松型は，銀杏の木を彫刻したもので， J!'~文

5年(1665年)吉田務目黒村と宇和l向滞次郎丸村の境界争いに決着をつけるために，幕府言、l'定

所へ捉11'，された裁判資本|である。江戸時代に作製された地形脱型としては，鳥海山張校 ・|リIj:長

土図がしられているが.両者とも18'111:紀の作品である。 したがって， 目黒ふるさと館の地形模

型は，わが国では故も古い地形脱型の一つであり，江戸時代初期のil!lj}，~: 史 ・地図!とを彩るWÆ

な資料である。 この地JI~模型のことを地元では il l Jf~ とよんでいる。 il lJ隠の大きさは，長い方向

で266cm，短い方liiJで191cm，!Iえi出点で、の前iさは20.5cmある。江戸まで迎搬することを考l革して，

全体を六分割し，裏側をくり l'tき'限量化をはかっている。分割された部分を並べ山形を再現す

るとき合い口がズレないようにホゾで11二めるようにコJ夫されている。

山形の作製に|刻する資料として， ill lj訟の野中IJ~ .斜距雌を水平距瑚uこ直し， 縮尺化した計算約 ・
基図となる絵図を作製する前の起請文が山形と一緒に保存されてきた。起請文は 3J並あり，務

の役人たちのものが一通，村役の人々のものが一通.そして. il!lJi，l:を担当した人々 (他の文献
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ではurrJ，'!'(:jliとよび.すでiこiJ!IJ1lkの早!lI"J家がいた事を示している。)と， iJ!lJil:の成果にもとずいて

山形を彫刻した大工たちのものが一通である。

tl!ì-帳には.杭の千件号 ・ 杭間の距I~I~ ・ J) 位 ， i~:j Il~が記 さ れており， J己fNIIIjと符筋に杭を打ちコ

ンパスによるトラパ-iJ!lJi;:::と. 1~川 部械(;1:分からないが.Mらかの水準ìJ!lj lll:が行われたことが

伺えるo~.t・ tH~~ を比ると，縮尺は百 11\f をーτJ ---分 ( 1 /5500) にしたとあり . 尖|祭にそのように

なっている。斜距雌を水平距離に変換するには現在で、はピタゴラスの定型を使うが，当H守どの

様にして:;}とめたかは記載がないが，主;1距離が水平Ui(VJlfにj[しく変換されている。

ハッセルブラッド MK'vVを使って山形を;J:iiiJ亡約1/40で垂jl'(JMjj;;し li削li-図化機 AC-]で尖物

の1/2.5の図 (空払有線1I¥f1悩2.5mm)を引い、た。国土地早11It'j仁発行の]/2.57jの地形図と比較すると.

縮尺は，約1/6060になり，言I'jilijの1/5500より 10%ほとツl、さくイ1:上がっている。足似がl陥広くなっ

たか谷が不自然に位地状になっているところもあるが.J己艇や芥の分布は，おおむね]/2.5

7;の地形!支|のそれらと一致する。

I1 r~巴の向さは ， I11麓線を基i¥f;jfljにして決ま っている。尖|僚の山総線は.サ:午rr山市|人jで海抜10m.

尚知とのりiL境付近では160m， ~-j -:和向市と松野IIIfの III I I\ J では250m もある 。 240m も比高のある山

路線を!日lじレベルにしたため，rJiさは不iEMliになった。ただし. Ilr施からの比日であると考え

ればかなり正E徒にできていると干すえる。 (本会l~Xil':& .1111車字紙)
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